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研究成果の概要： 

 脳損傷後の対象者の健康状態の悪化を予防する目的のMTDLPを用いた作業療法プログラム
を開発した．その結果，シングルケースでは生活行為聞き取りシートの改善や各種県境状態の
低下の予防の効果が示唆された．一方，研究開始から COVID-19の影響を大きく受け，対象者
のリクルートに苦慮し，予定より大幅に研究の進行が遅れ研究終了までとは至らず全予算の執
行もできなかった．今後は研究代表者の研究費を使用し継続して行う予定である． 

 

助成金額（円）：1,955,000 
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１．研究の背景 

 運転を中断したものは重篤な抑うつ症状，
身体機能や ADL の低下，社会参加の低下，
認知機能低下など，様々な健康リスクが惹起
される 1)．本邦でも，Shimadaらが運転継続
者に比べて運転中断者の ADL・IADL低下の
リスクが約 8 倍と極めて高くなっているこ
とや 2)，認知症発症のリスクが高くなる可能
性があることを明らかにした 3)．このように
運転中断となった者は身体・精神・社会的に
健康リスクが高まることが明らかになって
いる． 

 一方，Liddle らは運転中断高齢者に対して，
集団的作業療法介入プログラムを実施し，公
共交通機関の利用の向上につながったこと
を明らかにしている 4)．しかしながら，脳損
傷者の運転中断者への支援に関する明確な
エビデンスは十分ではなく，作業療法が目的
とする生活行為全般への成果は明らかでな
い．我が国では作業に焦点を当てたプログラ
ムである生活行為向上マネジメント
（MTDLP: Management Tool of Daily Life 

Performance）が開発されている 5)．我々は
MTDLPを運転中断者に適用することは，対
象者の健康状態の低下の予防につながるの

ではないかと考えた． 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は自動車運転を中断した脳
損傷罹患者に対して，MTDLPを用いた予防
的作業療法の効果を検証することである． 

 

３．研究の方法 

 本研究の研究デザインは対象者のリクル
ートの困難さから非ランダム化比較試験と
した．対象は運転中断中あるいは運転免許を
返納および公安委員会で運転免許を取消と
なった脳損傷罹患者であった．介入に同意が
得られた者を介入群，介入に同意は得られな
いがアウトカム測定のみの対照群として同
意が得られた者の 2群に分けた．介入群には
MTDLPを用いた予防的作業療法を週 1回３
ヶ月（12 週間），対照群には月に 1回リーフ
レットを配布した．診療報酬の算定形態によ
り介入群の対象者には交通費を含めた協力
金¥15,000-34,000，対照群に¥3,000 を配布
した．コロナ禍による研究協力施設のリクル
ートの困難さから，研究協力施設には
¥100,000の研究協力金を支払った． 
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図１ 介入内容 

 

アウトカムは開始前，３ヶ月後（終了時），
６ヶ月後（フォローアップ時）の 3回測定さ
れた．プライマリアウトカムは Stroke 

Impact Scale（SIS），作業機能障害の種類と
評価（CAOD）,MTDLPの生活行為聞き取り
シート実行度と満足度とし，セカンダリアウ
トカムは Mini-Mental State Examination

日本版，基本チェックリスト，Fugl-Meyer 

Assessment（FMA），Life Space Assessment, 

老年期うつ評価尺度（GDS）とした．これら
の検査は盲検化された作業療法士が測定し
た．  

 介入内容は全 12回の各 60分介入した．プ
ログラムは図 1の通りである．第 1回に脳疾
患の危険性について説明を行い，理解を得る．
第 2回には運転中断のリスクや心身機能の評
価（Berg Balance Scale：BBS, MoCA-J）と
講義，第 3回には作業と作業機能障害につい
ての講義を行なった．第 4 回に CAOD で得
られた結果も利用し，MTDLPの生活行為聞
き取りシートによる作業療法面接で今後の
生活について設計を行った．ここで得られた
作業目標について第 5回にMTDLPの分析シ
ートを用いて評価した．第 6回目以降は得ら
れた情報をもとに MTDLP 介入を 40 分行う
とともに，心身機能や栄養，代替手段などの
選択プログラムを（何を選ぶのかは協議で決
める）実施した（7 回分）．これらは全 100

ページ以上にも渡る本研究独自のテキスト
ブックを利用して行われた（図 2）．講義内容
などはテキストの QR コードで読み取り，
Youtube上の動画を閲覧することで視聴可能
にした．なお，公共交通機関や代替手段の利
用に関する一部の動画に関しては，協会会員
も利用できるようになっている．また，これ
ら MTDLP プログラムの実施者は MTDLP

の研修以外に本研究プログラムについての
実施者用テキストブックを作成するととも
に講義を行い，実施の質の担保に心がけた．
さらに，盲検化された評価者においても各種
検査についての質を均一化するために，検査

についての研修会を行なった． 

図 2 作成したテキスト 

 

 尚，本研究は東京工科大学倫理委員会の認
証 を 受 け て 実 施 し た （ 承 認 番 号 第
E21-HS-016号）． 

 

４．研究成果 

 研究開始から COVID-19 の影響を大きく
受け，外来の閉鎖やクラスター発生など対象
者のリクルートに大きく苦慮し，予定より計
画が 2年遅れている状況になった．この大幅
に研究の進行が遅れにより，研究期間の 1年
間の延長申請をした次第である．現在協力施
設は 3施設であったが，1施設増加し 4施設
とした． 

 1 事例のケーススタディについては第 6 

回日本安全運転医療学会学術集会にて発表
をした．その結果，終了時には FMA の下肢
機能や BBS の結果，MTDLP の聞き取りシ
ートの実行度と満足度が向上した．さらに，
ほぼ全ての指標においてフォローアップ時
にも低下が見られず，MoCA-Jは向上してい
た．唯一SISの筋力の項目が低下していたが，
FMA の結果と照らし合わせると整合性がな
いことが伺えた． 

 集団のデータとしては現在利用できるデ
ータとして介入群は 7名，対照群は 4名とな
っている．いまだ統計解析するには対象が少
なすぎるため結論づけることはできない．し
かしながら，生データからの俯瞰では，少な
くとも MTDLP の生活行為聞き取りシート
については向上している可能性があると考
えている．さらなる対象の増加が望まれ，今
後も協力施設に対してリクルート活動の啓
発をする予定である． 

 予算については予定よりもリクルートに
関するものに執行が必要となった．対象者に
支払う謝金の問題もあり，研究予算が全て執
行できていない状況となり，最終的に協会へ
返金する形となっている．今後については研
究代表者の研究費を利用して継続を行い，
2024 年度中には解析終了後，海外の学術誌



へ投稿する予定である．このリクルートや今
後については，研究協力施設との会議の上で
共有し，来年度の協力依頼についての見通し
があり，あと 1年で予定通り研究の遂行が終
了する予定である． 
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